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中国では核家族化が進んでいる。北京では 3 人以下の世帯が 8 割に達し、1 世帯当たりの平





ある。約 35％の高齢者が少なくとも 1 人の子供と徒歩で行き来できる距離に居住し、また同居













 本研究では、交通の便などを考慮して、親世帯と子世帯が同都市の、車などを使って 1 時間
以内で行き来できる範囲に居住する例を「近居」、それを超える場合を「遠居」とよぶ(4)。ま
た詳細に分析する際には、「近居」を互いの距離によって「隣居」、「同一棟居住」、「同一
小区居住」、「同都市 1 時間以内居住」の 4 つに、「遠居」を「同都市 1 時間以上」、「別都

































図 2 親子の住宅距離による近居・遠居 
図 3 家族周期段階 
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2）2010 年 9 月に北京市内の商品住宅で、親子近居している 3 家族と今後近居に移行する予定
の 1 家族の計 4 家族を対象に住宅実態調査を行い、親世帯住宅 4 例、子世帯住宅 3 例をもとに、




アンケート回答者は親世帯 43 人、子世帯 27 人で、同居・別居別にみると、親子同居が 31
人（親世帯 25 人と子世帯 6 人）、親子別居が 39 人（親世帯 18 人と子世帯 21 人）である（表
1）。さらに親子別居を親子間の居住距離で近居と遠居に分類すると、近居が 22 人（親世帯 15
人と子世帯 7 人）、遠居が 17 人（親世帯 3 人、子世帯 14 人）である。 
子世帯の家族周期段階ごとにみると、同居・別居ともにⅡの世帯形成期（夫婦のみ、または
夫婦と子供（長子 0～5 歳））が多く、それぞれ 55％（17 件）と 41％（16 件）で、次いでⅢの
教育期（夫婦と子供（長子 6～17 歳））が 19％（6 件）と 38％（15 件）となっている。 
親世帯 43 人の子供の人数をみると、子供が 1 人の親世帯は同居、別居ともに約 30％である。




 図 5 は親子間の住宅距離別に子世帯が親世帯住宅を訪問する頻度をまとめたものである。 
親子間の住宅距離が離れるにしたがって交流頻度が低下する傾向にあるが、親子近居の子世









































図 4 研究対象地 
表 1 アンケート回答者の家族属性 


































近居を望んでおり、近居が親子の住まい方の理想として考えられていることがわかる（表 2）。  



































図 5 親子間の住宅距離による訪問頻度 
図 6 同居・近居で行われる親子間の協力 



































図 8 希望する介護方式 
図 7 近居家族の支え合いの変化 















5 近居家族の住まい方の例（住宅実態調査より）  
1）事例①：親子で同一棟に居住する家族（図 9） 






2）事例②：親子で同都市の 1 時間以内に居住する家族（同居からの移行）（図 10） 








3）事例③：親子で同都市の 1 時間以内に居住する家族（同居から移行した隔世代同居）（図 11） 
親世帯が住宅を購入し、2002 年からこの住宅で親世帯と子世帯の計 5 人で生活していた。そ
の後、子世帯が職場に近い住宅を購入し親子別居となった。子世帯住宅と親世帯住宅とは車で 
表 2 希望する親子間の住まい方 
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親世帯の居住年数が子世帯より長い例が、同都市 1 時間以内を中心に 14 件みられるが、そ
の多くは親子同居から子世帯が独立したケースである。子世帯が親世帯住宅に比較的近い位置
に住宅を購入することで独立後も親世帯との交流が保たれている。また、親世帯住宅に居室が










































図 13 親子の居住年数の関係 
図 14 居住年数からみる近居の経緯 
（記号は図 13 と同じ） 



































図 15 居住距離による住まい方の特徴 

































の関係を中心に―」日本建築学会計画系論文集 551 号 
2）談麗玲、今井範子、伊東理恵(2005)「中国都市集合住宅における「空巣家庭」の生活様態と住空間の住
様式上の検討―四川省成都における―」日本家政学会誌 Vol.56 No.3 p197-207 
3）谢桂华（2010）「家庭居住模式与子女赡养」社会学・社会科学战线 2010 年第 2 期 p205-215 
4）森岡清美(1973) 「家族周期論」培風館 p17-88,280-290 
5）山口泰(2010) 「北京の伝統的家族扶養から考える商品住宅の課題―二世帯同居・隣居を対象に―」平成
21 年度新潟大学大学院自然科学研究科修士論文 
